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参加した女性部沼田支部の皆さん

ＪＡ北いぶきあんどん連は吉住敏夫賞と
観客大賞を受賞しました！！

令和 8年沼田町夜高あんどん祭り

八
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
に
北
海
道

三
大
あ
ん
ど
ん
祭
り
の
一
つ
「
沼
田
町
夜

高
あ
ん
ど
ん
祭
り
」
が
五
穀
豊
穣
を
祈
願

し
開
催
さ
れ
、
二
日
間
で
八
万
八
千
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

あ
ん
ど
ん
の
制
作
作
業
は
三
ヵ
月
も
の

長
期
間
に
亘
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
青
年
部

盟
友
や
女
性
部
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
応
援
に
よ

り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
完
成
し

た
「
淸
龍
穣
豊
願
閣
」
は
、
夜
高
あ
ん
ど

ん
コ
ン
ク
ー
ル
で
二
年
連
続
と
な
る
最
高

賞
の
「
吉
住
敏
夫
賞
」
と
、
来
場
者
投
票

に
よ
る
「
観
客
大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
年
は
五
十
回
目
と
な
る
記
念
す
べ
き

年
と
な
り
、
そ
れ
を
祝
う
か
の
よ
う
に
両

日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
か

ら
は
大
小
二
基
の
あ
ん
ど
ん
を
は
じ
め
、

夜
高
踊
り
に
笛
や
太
鼓
を
奏
で
な
が
ら
町

内
を
練
り
歩
き
、
厳
し
い
暑
さ
に
負
け
な

い
熱
気
で
夜
高
節
に
合
わ
せ
て
「
ヨ
イ
ヤ

サ
ー
」
と
観
客
を
巻
き
込
み
、
大
い
に
沿

道
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
型
あ
ん
ど
ん
に
上
っ
て
の
記

念
撮
影
や
ご
祝
儀
車
の
前
で
撮
影
を
楽
し

む
観
客
が
相
次
ぎ
、
例
年
以
上
の
人
気
ぶ

り
で
順
番
待
ち
の
列
が
途
切
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
Ｊ
Ａ
・
役
場
・
商
工
会
・

自
衛
隊
の
大
型
あ
ん
ど
ん
四
基
が
駅
前
に

集
結
し
、
夜
高
節
を
掛
け
合
い
、
熱
気
と

興
奮
に
包
ま
れ
つ
つ
、
最
高
潮
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
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八
月
八
日
、
秩
父
別
町
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
で
「
ち
っ
ぷ
べ
つ
夏
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
働
く
車
の
展
示
や
秩
父

別
学
園
に
よ
る
演
奏
会
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
移
動
動
物
園
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

青
年
部
秩
父
別
支
部
や
女
性
部
秩
父
別

支
部
、
町
内
の
有
志
ら
に
よ
る
出
店
も

並
び
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

夜
の
部
で
は
、
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に
加
え
、
も
の
ま
ね
芸

人
の
エ
ハ
ラ
マ
サ
ヒ
ロ
さ
ん
が
登
場
。

多
彩
な
も
の
ま
ね
を
披
露
し
、
会
場
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

八
月
九
日
、
妹
背
牛
町
役
場
前
特
設

会
場
で
「
も
せ
う
し
夏
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
も
ち
ま
き
で
幕
を
開

け
た
会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
、
夏
の
風
物
詩
を
楽
し

み
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
妹
背
牛
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
力
強
く
も
爽
や
か

な
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
祭
り
に
華
を
添

え
ま
し
た
。
ま
た
、
妹
背
牛
町
獅
子
舞

保
存
会
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
勇
壮
な

演
武
も
行
わ
れ
、
観
客
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
伝
統

と
に
ぎ
わ
い
が
融
合
し
た
、
夏
の
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
青
年
部
妹
背
牛
支
部
に
よ
る

出
店
も
行
わ
れ
、
毎
年
恒
例
の
海
産
物

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
町

内
の
各
団
体
か
ら
も
多
彩
な
出
店
が
行

わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

祭
り
の
終
盤
に
は
豪
華
景
品
が
当
た

る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花

火
が
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
、
来

場
者
た
ち
は
夏
の
思
い
出
を
胸
に
会
場

を
後
に
し
ま
し
た
。

野菜や花の格安販売を行った女性部秩父別支部の皆さん

青年部妹背牛支部も出店

第
三
回
ち
っ
ぷ
べ
つ
夏
祭
り

第
四
十
三
回
も
せ
う
し
夏
祭
り
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鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
の
地
域
訪
問

「
な
お
み
ち
カ
フ
ェ
」
が
八
月
四
日
、

沼
田
町
の
ス
ノ
ー
ク
ー
ル
ラ
イ
ス
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
で
開
催
さ
れ
、
雪
を
冷
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る「
雪
中
米
」

の
貯
蔵
施
設
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
で
は
、
雪
の
冷
熱
を
利
用
し
て

米
を
低
温
で
保
管
す
る
雪
中
米
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
と
と
も
に
、
米
の
品
質
向

上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

横
山
茂
沼
田
町
長
や
黒
田
洋
一
組
合

長
を
は
じ
め
、
町
内
の
各
団
体
長
が
今

年
で
三
〇
年
の
節
目
を
迎
え
た
雪
中
米

の
歩
み
を
は
じ
め
、
地
域
が
こ
れ
ま
で

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
経
過

や
、
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。鈴

木
知
事
は
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
取
り
組
み
に
理
解
を
示
し
、「
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
付
加
価
値
の
向
上
な

ど
、
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た
取
り
組

み
を
北
海
道
と
し
て
も
引
き
続
き
支
援

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

八
月
十
二
日
、
妹
背
牛
駅
前
通
り
特

別
会
場
に
て
、「
も
せ
う
し
豊
年
盆
踊

り
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
夕
方
か
ら
太
鼓
の
音
が
響
き

渡
り
、
会
場
は
浴
衣
姿
の
参
加
者
で

い
っ
ぱ
い
に
。
地
域
の
伝
統
を
感
じ
な

が
ら
、
世
代
を
超
え
て
人
々
が
踊
り
の

輪
を
つ
く
り
、
夏
の
一
夜
を
楽
し
み
ま

し
た
。

こ
の
盆
踊
り
大
会
に
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、

妹
背
牛
支
部
の
青
年
部
・
女
性
部
と
妹

背
牛
支
所
の
職
員
も
参
加
し
、
威
勢
の

良
い
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
元
気

に
踊
り
の
輪
に
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
青
年
部
の
踊
り
は
高
く
評
価
さ

れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
部
は
出
店
で
の
参
加
も

あ
り
、
会
場
で
海
産
物
の
出
店
販
売
も

行
い
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

青年部妹背牛支部は仮装で参加！

雪中米について解説する黒田洋一組合長（後列左）

トマトジュースを試飲する鈴木直道知事

も
せ
う
し
豊
年
盆
踊
り
大
会

「
な
お
み
ち
カ
フ
ェ
」

鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
が
ス
ノ
ー
ク
ー
ル
ラ
イ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
訪
問
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秩
父
別
町
青
果
蔬
菜
園
芸
振
興
協
議

会
・
妹
背
牛
町
花
卉
蔬
菜
振
興
協
議
会
・

沼
田
町
蔬
菜
振
興
協
議
会
が
、
各
町
の

こ
ど
も
園
へ
地
元
産
の
野
菜
を
贈
り
ま

し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、「
子
ど
も
た
ち

に
地
元
で
と
れ
た
野
菜
の
お
い
し
さ
や

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

生
産
者
の
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

メ
ロ
ン
な
ど
、
北
い
ぶ
き
管
内
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
野
菜
が
各
生
産

者
の
手
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
届
け

ら
れ
、
園
で
は
給
食
の
食
材
と
し
て
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合
（
内

藤
敬
人
組
合
長
）
は
七
月
十
三
日
、「
元

気
村
生
花
リ
レ
ー
」を
実
施
し
ま
し
た
。

同
組
合
は
二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
花

き
の
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
を
受
け
、

地
場
産
の
花
を
通
じ
て
地
域
住
民
へ

癒
し
を
届
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
同

年
に
開
催
予
定
だ
っ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
に
ち
な
ん
だ

「
生
花
リ
レ
ー
」
の
名
称
で
、
各
関
係

機
関
へ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

の
寄
贈
を
行
い
ま
し
た
。
取
り
組
み

は
好
評
で
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
実

施
さ
れ
、
今
年
で
七
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

当
日
は
「
北
空
知
の
花
は
ひ
と
つ
」

を
合
言
葉
に
、
当
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
、
北

空
知
管
内
一
市
五
町
・
二
Ｊ
Ａ
へ
、
北

空
知
産
の
ス
タ
ー
チ
ス
・
シ
ヌ
ア
ー
タ

や
ひ
ま
わ
り
、
ダ
リ
ア
な
ど
を
使
用
し

た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
製
作
し
、
配
置

し
ま
し
た
。
各
支
部
で
生
産
さ
れ
た
色

と
り
ど
り
の
花
が
鮮
や
か
な
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
な
り
、
事
務
所
内

に
彩
り
と
安
ら
ぎ
を
添
え
ま
し
た
。沼田町役場にて、岡本安正副支部長（左）、木村拓哉支部

長（中央）

ＪＡ北いぶき本所に寄贈いただきました。北育ち元気村
花き生産組合　内藤敬人組合長（左から三番目）

7月 21 日、秩父別町青果蔬菜園芸振興協議会　峠洋美理事（後列左）、
宮西貴志会長（後列右）

7月 16 日、沼田町蔬菜振興協議会　鶴山甲晋会長（後列左）

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合

「
元
気
村
生
花
リ
レ
ー
」で

「
元
気
村
生
花
リ
レ
ー
」で

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
寄
贈

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
寄
贈

北
い
ぶ
き
管
内
三
町
の

子
ど
も
園
へ
野
菜
プ
レ
ゼ
ン
ト
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北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合
（
内

藤
敬
人
組
合
長
）
は
七
月
二
十
二
日
に

北
空
知
広
域
連
花
き
セ
ン
タ
ー
集
荷
場

で
「
組
合
員
交
流
会
」
を
開
催
し
、
組

合
員
や
取
引
市
場
、
種
苗
会
社
、
資
材

会
社
な
ど
約
一
三
〇
人
が
参
加
し
ま
し

た
。品

種
・
資
材
展
示
会
で
は
種
苗
会
社

九
社
に
よ
る
花
き
品
種
展
示
が
行
わ

れ
、
ス
タ
ー
チ
ス
・
シ
ヌ
ア
ー
タ
や
シ

ネ
ン
シ
ス
な
ど
多
彩
な
品
種
が
並
び
ま

し
た
。
来
年
の
作
付
け
に
向
け
て
、
栽

培
方
法
や
品
種
の
特
性
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
会
終
了
後
は
懇
親
会
を
開
き
、

焼
肉
を
囲
み
な
が
ら
談
笑
や
情
報
交
換

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

七
月
十
六
日
、
Ｊ
Ａ
北

い
ぶ
き
大
豆
生
産
組
合

（
植
田
里
志
組
合
長
）
は
、

北
い
ぶ
き
産
ス
ズ
マ
ル
大

豆
を
使
用
し
た
納
豆
商
品

の
流
通
・
加
工
・
販
売
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

契
約
先
と
「
交
流
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

契
約
先
か
ら
二
三
名
が

当
Ｊ
Ａ
に
来
所
さ
れ
、
大

豆
生
産
組
合
の
植
田
組
合

長
と
込
山
英
毅
副
組
合
長

の
二
名
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
が

契
約
先
と
意
見
交
換
を
行

い
、
Ｊ
Ａ
か
ら
は
令
和
八

年
産
大
豆
の
作
付
状
況
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
秩
父
別
温
泉

「
ち
っ
ぷ
ゆ
う
＆
ゆ
」
へ

移
動
し
、懇
親
会
を
開
催
。

参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深

め
、
今
後
の
さ
ら
な
る
連

携
に
向
け
て
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

大
豆
生
産
組
合
交
流
会

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合

「
組
合
員
交
流
会
」焼肉を囲みながら交流している様子

5



北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生
産

組
合
（
松
永
徹
組
合
長
）

は
七
月
二
十
五
日
、
秩
父

別
支
所
十
五
号
倉
庫
に
て

「
目
揃
い
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
か
ら
七
月
二
十
四

日
現
在
で
の
出
荷
状
況
と

し
て
計
五
五
一
ケ
ー
ス
、

宅
配
注
文
状
況
に
つ
い

て
は
、
規
格
別
に
計
一
、

五
〇
三
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
集
荷
日
時
、

手
数
料
や
精
算
要
領
、
精

度
や
質
量
・
玉
数
な
ど
の

箱
詰
要
領
を
確
認
し
ま
し

た
。

北
い
ぶ
き
管
内
で
は
七
月
中
旬
よ

り
、
令
和
八
年
産
麦
の
収
穫
が
各
地

で
始
ま
り
、
妹
背
牛
麦
集
荷
調
製
施

設
お
よ
び
沼
田
農
産
物
調
製
施
設
で

は
、
同
時
期
か
ら
集
荷
を
開
始
し
ま

し
た
。

麦
を
皮
切
り
に
穀
類
の
収
穫
が
本

格
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
適
期
を
見
定
め
、

今
後
は
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に

そ
ば
、
九
月
上
旬
に
は
水
稲
、
十
月

中
旬
に
は
大
豆
が
収
穫
、
そ
れ
ぞ
れ

集
出
荷
が
行
わ
れ
ま
す
。

令
和
八
年
度

麦
の
収
穫
・
集
荷
が
行
わ
れ
ま
し
た

北守智彦さん圃場にて（秩父別地区・穂栄）

集荷された麦のサンプルを採取するＪＡ職員

北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生
産
組
合
「
目
揃
い
会
」

6



八
月
三
十
一
日
、
令
和
八
年
産
米
の

集
荷
に
係
る
各
地
区
の
Ｃ
Ｅ
施
設
操
業

に
向
け
て
、「
農
産
物
集
荷
作
業
安
全

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

黒
田
洋
一
組
合
長
の
訓
示
の
後
、
管

理
部
長
よ
り
北
海
道
内
お
よ
び
当
Ｊ
Ａ

で
発
生
し
た
労
働
災
害
に
つ
い
て
、
発

生
状
況
や
原
因
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
わ
せ
て
、
安
全
作
業
に
向
け

た
注
意
事
項
の
説
明
が
行
わ
れ
、
職
員

一
同
で
遵
守
事
項
や
安
全
管
理
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
確
認
し
ま
し
た
。最
後
に
、

職
員
代
表
が
無
事
故
に
向
け
た
安
全
宣

言
を
行
い
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
安

全
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

第
四
回
現
地
研
修
会
・

水
稲
適
期
刈
取
り
講
習
会

農
作
物
集
荷
作
業
安
全
大
会

妹背牛地区

沼田地区

集荷作業に向けた安全宣言を行う山本職員

八
月
二
十
五
日
に
秩
父
別
地
区
、

二
十
六
日
に
沼
田
地
区
、
二
十
八
日
に

妹
背
牛
地
区
に
て
「
第
四
回
現
地
研
修

会
・
水
稲
適
期
刈
取
り
講
習
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

生
産
者
か
ら
サ
ン
プ
ル
と
な
る
稲
を

お
持
ち
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
に
て
脱
穀
・

籾
摺
り
・
選
別
・
水
分
測
定
、
品
質
判

定
機
並
び
に
目
視
に
よ
る
判
定
を
行

い
、
適
切
な
刈
取
日
を
算
出
。
昨
年
よ

り
も
五
日
程
度
遅
く
、
各
地
区
の
平
均

で
八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
八
日
の
期

間
が
刈
取
適
期
と
な
る
判
定
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら

収
穫
後
の
適
正
な
乾
燥
・
調
製
、
圃
場

管
理
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
か

ら
は
、
米
穀
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
出
荷

要
領
を
中
心
に
異
物
混
入
ゼ
ロ
対
策
、

安
心
・
安
全
・
信
頼
確
保
対
策
や
乾
燥
・

籾
保
管
上
の
注
意
な
ど
を
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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八
月
二
十
五
日
、本
所
に
お
い
て「
第

三
回
農
事
組
合
長
会
議
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
水
稲
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
の
気
象
経
過
と
本
年
度
の

生
育
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
例

年
よ
り
三
日
ほ
ど
生
育
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
適

期
刈
り
取
り
の
判
定
方
法
や
刈
り
遅
れ

に
よ
る
品
質
低
下
の
お
そ
れ
に
つ
い
て

の
注
意
喚
起
、
収
穫
後
の
圃
場
管
理
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
令
和
八
年
産
米
の
出

荷
概
算
金
に
つ
い
て
、
小
麦
の
集
荷
調

製
状
況
に
つ
い
て
、
そ
ば
の
受
入
れ
に

つ
い
て
、
農
作
業
事
故
防
止
等
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

八
月
二
十
八
日
、
本
所
に
て
「
秋
ま

き
小
麦
播
種
前
講
習
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
令
和
九
年
産
秋

ま
き
小
麦
の
栽
培
に
向
け
て
、
令
和
八

年
産
小
麦
の
生
育
を
振
り
返
っ
て
「
気

象
経
過
と
生
育
概
況
に
つ
い
て
」、「
越

冬
前
の
茎
数
確
保
の
た
め
の
播
種
時
期

と
播
種
量
に
つ
い
て
」、「
減
収
要
因
と

な
る
雑
草
・
病
害
・
湿
害
等
の
対
策
に

つ
い
て
」
と
多
岐
に
渡
り
調
査
報
告
・

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
技
術
指
導
員
か
ら
は
、

「
登
熟
期
間
が
短
い
中
で
安
定
し
た
収

量
を
」
と
し
て
、
管
内
六
ケ
所
の
実
証

圃
に
お
け
る
傾
向
を
踏
ま
え
、
増
収
に

向
け
て
越
冬
前
後
の
適
切
な
茎
数
を
確

保
す
る
た
め
の
追
肥
の
調
節
等
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

沼田地区

妹背牛地区

第
三
回
農
事
組
合
長
会
議

秋
ま
き
小
麦
播
種
前
講
習
会
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就
農
し
た
き
っ
か
け

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
田

園
風
景
が
身
近
に
あ
る
事
が

当
た
り
前
で
、
子
ど
も
の
頃

は
農
業
を
仕
事
と
し
て
捉
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
高
校
で
進
路

を
決
め
る
際
に
長
男
で
あ
る

こ
と
、
一
次
産
業
を
取
り
巻

く
現
状
な
ど
を
考
え
、
農
業

系
の
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
業
に
つ
い
て
学

び
、
卒
業
を
機
に
就
農
し
ま

し
た
。

青
年
部
活
動
に
つ
い
て

青
年
部
で
は
、
地
域
の
行

事
や
交
流
会
な
ど
を
通
し
て
、

自
分
の
地
区
だ
け
で
は
な
か

な
か
関
わ
る
事
の
で
き
な
い
方
々
と

話
せ
る
機
会
が
多
く
、
と
て
も
充
実

し
た
活
動
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

今
後
も
積
極
的
に
青
年
部
活
動
に

参
加
し
、
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
先
輩
方
か
ら
教
わ
っ

た
知
識
や
経
験
を
自
分
の
営
農
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
想
い

就
農
し
て
今
年
で
三
年
目
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
親
子
関
係
と
は

違
い
、
仕
事
で

は
上
司
と
部
下

と
し
て
向
き
合

う
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
当
た

り
前
だ
っ
た

日
々
が
仕
事
へ

と
変
わ
っ
た
こ

と
で
、
最
初
は

戸
惑
い
や
気
持

ち
の
整
理
が
つ

か
な
い
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し

た
。農

作
業
で
は
、

毎
日
が
学
び
の

連
続
で
、
思
う

よ
う
に
い
か
ず
、

悔
し
い
思
い
を

す
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、

自
分
た
ち
が
育

て
た
作
物
が
食

卓
に
並
び
、
そ
れ
が
誰
か
の
笑
顔
に

つ
な
が
り
、
日
々
の
暮
ら
し
に
小
さ

な
彩
り
を
添
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う

と
、
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
想
い
と
向
上
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
一
日
一
日
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
な か

易
や す

　諒
りょう

さん
妹背牛地区・南農事組合

作付品目
水稲、小麦、牧草、和牛繁殖
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理
事
会
報
告

第
六
回
理
事
会
〈
七
月
三
十
日
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

〇
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て 

〇
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

〇
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ

い
て

〇
令
和
七
年
度
経
営
分
析
結
果
に
つ
い

て
〇
お
盆
休
暇
と
各
部
門
の
業
務
対
応
に

つ
い
て

〇
道
連
役
員
等
の
状
況
に
つ
い
て

〇
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

〇
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て 

〇
主
要
金
利
の
動
向
に
つ
い
て 

営
農
販
売
事
業
本
部

〇
令
和
八
年
産
民
間
流
通
麦
の
全
道
共

計
概
算
金
に
つ
い
て 

〇
令
和
八
年
産
麦
の
出
荷
状
況
に
つ
い

て
〇
花
卉
・
蔬
菜
取
扱
実
績
に
つ
い
て 

〇
水
稲
病
害
虫
防
除
の
実
施
状
況
に
つ

い
て 

〇
水
稲
・
畑
作
品
目
別
作
付
状
況
に
つ

い
て

〇
農
産
物
生
育
状
況
（
七
月
十
五
日
現

在
）
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

〇
令
和
八
年
使
用　

肥
料
大
口
引
取
奨

励
実
績
に
つ
い
て

〇
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
六
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号
　

　

随
時
監
査
に
係
る
監
査
結
果
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
二
号
　

　
「
共
済
規
程
」の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
し
付

け
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
四
号
　

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル

ダ
ー
（
植
田
百
合
子
会
長
）
は

七
月
十
日
に
秩
父
別
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
「
交
流
会
（
モ

ル
ッ
ク
）」
を
開
催
し
、
会
員

一
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
経
験

者
だ
っ
た
た
め
、
ル
ー
ル
説
明

は
簡
潔
に
済
ま
せ
、
す
ぐ
に
チ
ー

ム
対
抗
戦
に
移
り
ま
し
た
。
四

人
一
組
の
三
チ
ー
ム
に
よ
る
総

当
た
り
戦
を
行
い
、
試
合
も
後

半
戦
に
入
る
と
、
五
〇
点
ま
で

の
点
数
を
狙
っ
て
倒
す
方
も
い

て
、
と
て
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
モ
ル
ッ
ク
と
数
字

の
書
か
れ
た
棒
の
ス
キ
ッ
ト
ル

に
シ
リ
コ
ン
製
の
カ
バ
ー
を
取

り
付
け
た
こ
と
で
、
床
を
傷
つ

け
る
こ
と
な
く
、
涼
し
い
室
内

で
競
技
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

競
技
終
了
後
は
秩
父
別
町
温

泉
ち
っ
ぷ
ゆ
う
＆
ゆ
に
移
動
し

て
表
彰
式
と
懇
親
会
を
行
い
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー
交
流
会
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青
年
部
妹
背
牛
支
部
（
熊
谷
俊
支
部

長
）
は
七
月
十
二
日
、
妹
背
牛
支
所
農

協
裏
駐
車
場
に
て
、「
第
五
十
回 

豊
年

祈
願
焼
肉
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

雨
天
に
よ
る
順
延
が
あ
っ
た
も
の

の
、
当
日
は
町
内
外
か
ら
大
勢
の
来
場

者
が
訪
れ
、
会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

熊
谷
俊
支
部
長
が
開
催
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
佐
藤
幸
毅
さ
ん
（
妹
背
牛
中
央
）

と
堀
田
雄
磨
さ
ん
（
妹
背
牛
中
央
）
の

二
人
が
司
会
を
担
当
。
Ｍ
！
Ｌ
Ｋ
の「
好

き
す
ぎ
て
滅
！
」
の
曲
と
と
も
に
入
場

し
、
そ
の
場
で
踊
り
を

披
露
し
て
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
妹

背
牛
町
応
援
大
使
で
ア

イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
タ

イ
ト
ル
未
定
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
る
山
下
彩
耶
さ
ん
が

ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
し

会
場
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

青
年
部
妹
背
牛
支

部
の
ほ
か
、
女
性
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
妹
背
牛

支
部
は
お
に
ぎ
り
販
売

を
行
い
、
青
年
部
秩
父
別
支
部
は
型
抜

き
や
く
じ
引
き
な
ど
の
縁
日
を
出
店
し

ま
し
た
。

お
よ
そ
一
〇
〇
本
の
景
品
が
用
意
さ

れ
た
抽
選
会
で
は
、
抽
選
番
号
が
読
み

上
げ
ら
れ
る
た
び
に
各
所
か
ら
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
中
谷
省
吾
実
行
委
員
長
（
妹

背
牛
中
央
）
が
第
五
十
回
の
節
目
を
迎

え
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
述
べ
、
三
本
締
め
で
活
気
よ
く
締

め
く
く
り
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
幕
し
ま

し
た
。

青
年
部
妹
背
牛
支
部

「
第
五
十
回
豊
年
祈
願
焼
肉
祭
り
」焼肉会場の様子

踊りを披露する佐藤幸毅（左）さん
と堀田雄磨さん（右）

ゲストとして出演した
山下沙耶さん

七
月
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ

き
女
性
部
秩
父
別
支
部
（
山
本

清
美
支
部
長
）
は
北
新
地
区
の

戸
村
千
代
美
さ
ん
宅
で
、
今
年

度
二
回
目
と
な
る
「
野
菜
の
青

空
教
室
」
を
開
催
し
、
女
性
部

と
エ
ル
ダ
ー
合
わ
せ
て
九
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
普
及
セ
ン

タ
ー
職
員
の
方
を
講
師
に
迎

え
、
ハ
ウ
ス
内
や
周
囲
に
植
え

ら
れ
て
い
る
野
菜
を
一
緒
に
見

学
し
な
が
ら
、
野
菜
の
管
理
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
ず
生
姜
の
生
育
状
況
に
つ

い
て
は
、
収
穫
は
ま
だ
先
に
な

る
た
め
、
引
き
続
き
様
子
を
見

な
が
ら
、
温
度
は
三
〇
度
く
ら

い
を
保
つ
こ
と
、
肥
料
は
も
う

少
し
し
て
か
ら
あ
げ
る
こ
と
な

ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
周
囲
の

作
物
に
も
興
味
津
々
な
様
子

で
、
戸
村
さ
ん
に
「
こ
れ
は
何

の
野
菜
で
す
か
？
」「
い
つ
頃

種
ま
き
を
し
ま
し
た
か
？
」
な

ど
と
積
極
的
に
質
問
し
、
知
識

を
深
め
ま
し
た
。

女
性
部
秩
父
別
支
部「
野
菜
の
青
空
教
室
」
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Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
沼
田
年
金
友
の
会

（
吉
川
勝
会
長
）
の
「
定
期
総
会
」
が

七
月
二
十
三
日
、
沼
田
町
ま
ち
な
か

ほ
っ
と
タ
ウ
ン
で
開
か
れ
、
会
員
八
三

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
吉
川
会
長
が
挨
拶
を
行

い
、
続
い
て
本
年
度
の
米
寿
お
よ
び
金

婚
式
お
祝
い
の
対
象
者
へ
、
そ
れ
ぞ
れ

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
来
賓
の
黒
田
洋
一
組
合
長
か

ら
、
祝
辞
と
日
頃
の
Ｊ
Ａ
北

い
ぶ
き
へ
の
年
金
振
込
指
定

や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
ご
利
用
に

対
す
る
お
礼
、
今
年
度
の
農

作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
七
年
度

の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
な

ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
報
告
事
項
と

し
て
、
八
月
七
日
か
ら
一
泊

二
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る

登
別
温
泉
へ
の
研
修
旅
行
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
総
会

が
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
毎
年

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

沼
田
年
金
友
の
会
「
定
期
総
会
」

八
月
五
日
、女
性
部
妹
背
牛
支
部（
橋

向
美
月
支
部
長
）は
妹
背
牛
支
所
に
て
、

役
員
五
名
・
連
絡
委
員
五
名
の
計
一
〇

名
で
、「
役
員
・
連
絡
委
員
合
同
親
睦
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
砂
川
市
か
ら
リ
フ

レ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
の
吉
野
祥
子
氏
を
講

師
に
迎
え
、
講
話
と
足
揉
み
講
習
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

足
揉
み
に
は
神
経
や
筋
肉
、
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
、
内
蔵
の
働
き
を
整
え
る

効
果
が
あ
り
、
身
体
を
内
側
か
ら
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

現
代
で
は
歩
く
機
会
が
減
少
し
、
足
に

老
廃
物
が
溜
ま
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
足
揉
み
に
よ
っ
て
老
廃

物
の
排
出
を
促
し
、
内
臓
の
働
き
を
活

発
化
さ
せ
る
効
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

反
射
区
図
を
見
な
が
ら
足
裏
と
身
体

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
実

際
に
足
揉
み
を
体
験
し
、
部
位
ご
と
の

揉
み
方
や
身
体
へ
の
効
果
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。
講
習
中
は
多
く
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
関
心
の

高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
懇
親
会
を
行
い
、
役
員

と
連
絡
委
員
の
他
、
女
性
部
と
農
協
役

員
と
の
親
睦
も
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

德
本
一
也
妹
背
牛
地
区
代
表
理
事
と
大

内
忠
幸
妹
背
牛
支
所
長
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

女
性
部
妹
背
牛
支
部

「
役
員
連
絡
委
員
会
合
同
親
睦
会
」
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Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
妹
背
牛
年
金
友
の
会

（
坂
口
勝
明
会
長
）
は
八
月
二
十
四
日
、

妹
背
牛
町
う
ら
ら
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
「
第
二
十
三
回
妹
背
牛
年
金
友
の

会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催

し
、
三
一
名
の
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
曇
り
空
が
広
が
り
、
雨

が
心
配
さ
れ
る
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

開
会
式
で
、坂
口
会
長
か
ら「
熱

中
症
に
は
十
分
気
を
付
け
な
が

ら
、
大
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
来
賓
の
中
易
徹
専
務

か
ら
、
日
頃
の
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
利
用

へ
の
感
謝
と
、
大
会
に
向
け
た
激

励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
中
は
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
適
度
な

休
憩
を
取
り
な
が
ら
プ
レ
ー
を
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
会
員
の
皆
さ

ん
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
会
員
同
士
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
、
男
女
の
優
勝
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
男
性
の
部

　

優
勝　

小
田
満
慶
さ
ん

・
女
性
の
部

　

優
勝　

角
野
雅
子
さ
ん

妹
背
牛
年
金
友
の
会
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」

秩父別給油所

日曜日の営業時間変更のお知らせ

  　     　日頃より当ＪＡをご利用いただき誠にありがとうございます。

       　　秩父別給油所では１１月から３月までの日曜日営業時間を下記のとおり

      　 　変更させていただきます。

   　    

〈　１１月～３月までの期間　〉

　

お客様にはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

       秩父別給油所

       TEL 0164-33-2264

◇変更前 ： 午前７時３０分から 午後７時まで

 ◇変更後 ： 午前７時３０分から 午後６時まで（日曜日のみ） 
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お問合せ先 お問合せ先・ご相談は ＪＡ北いぶき へ 
本 所 貯 ⾦ 課   TEL 0164-33-2012
妹背⽜⽀所貯⾦共済課   TLE 0164-32-2180 
沼⽥⽀所貯⾦共済課   TEL 0164-35-2222 

 

 
手書き 

負荷が軽減 

 
⾃宅等で 
印刷可能 

 
⼀度に複数件数の

処理が可能 

ご利⽤の流れ 伝票イメージ 

■対象のお取引 
お預⼊れ（⼊⾦申込書）、お引出し（払戻請求書）、お振替（払戻請求書）、お振込（振込依頼書）、給与振込（振込依頼書）

詳しくは QR 伝票作成ツールの商品説明ページへ 
https://www.jabank.org/qr-tool/ 

本サービスは窓口でのお手続きに必要な伝票をご作成いただけるサービスです。
伝票作成のデータ⼊⼒にご利⽤いただけるものであり、お手続きが完了するものではございません。 

ＱＲ伝票作成ツールとは 

※１ 各伝票のお取引日・ご依頼日についてはご記⼊をお願いします。 
また、⼊⾦申込書、払戻請求書については、個⼈事業主（屋号付きを含む）および個⼈名義のお口座の場合、おなまえ欄にご署名をお願いします。 

※２ 払戻請求書へのお届印押印は必要です。 

※QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
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マネロン・金融犯罪対策への取組
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JA 共済より
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自動車学校

https:/ / www.hokuren-ss.jp/ kerosene/ order/
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ホクレン配達燃料油

盗難被害相当を補償します。
※補償は現物給油にて代えさせていただきます。
※盗難に対する補償回数は制限がございますので、予めご了承願います。

ホクレン配達燃料油

盗
ホクレン配達燃料油ホクレン配達燃料油

盗盗 難
ホクレン配達燃料油ホクレン配達燃料油

難難 補
ホクレン配達燃料油ホクレン配達燃料油

補補 償

最寄りの「警察署」と「ホクレンSS」にご連絡ください。

※ 補償にかかる費用負担はございません ※

＜補償例＞
①1日の平均灯油使用数量：10Ｌ
②満タン給油から10日後に盗難発覚

（※平均使用数量は、直近の配送実績より算出します。）

490Ｌ（家庭用ホームタンクの容量）

390Ｌ
※ 盗難被害に遭ったと想定される数量

100Ｌ
※ 盗難発生までの期間に

使用した数量

盗難被害相当量（390Ｌ）を補償いたします!!
※ 次回満タン給油時の給油数量より、盗難被害相当量を差し引きいたします。
※ 盗難補償の上限を超過した分につきましては、お客様のご負担となります。

ＪＡ北いぶき 
・ 妹背牛 給油所 TEL．32ｰ2191
・ 秩父別 給油所 TEL．33-2264
・ 沼  田 給油所 TEL．35-2501

① 盗難補償 の手続き
② 燃料油の補填 のご相談をさせて頂きます。

組合員の皆様へ

家庭用灯油 5万円 営農用燃料油 10万円
最
大

最
大
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発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
https://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/

7 月 13 日、
女性部妹背牛支部は

『夏の交通安全運動に係る
「旗の波街頭啓発」』に

協力しました。

7月 13日、
「元気村生花リレー」秩父別
温泉ちっぷゆう＆ゆにて、
田中学支部長（左）

7月 13日、
「元気村生花リレー」
妹背牛町役場にて、
定講保男支部長（左）

7月 27日、
妹背牛町花卉蔬菜振興協議会、

谷川雅昭理事（左）、
定講保男会長（右）

あんどんの
制作作業の様子

8月 12日、
女性部妹背牛支部は

『もせうし豊年盆踊り大会』
に参加しました

7月 30日、
参議院議員の
東野ひでき氏との
意見交換会が
開催されました。

令
和
8年
9月
11日

※広報誌に掲載された写真及び記事については、JA北いぶきのホームページにて使用させていただく場合がありますので、ご了承願います。
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